
（ ）教 育 だ よ り

国民年金

善
意
の
寄
附
を

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

町 の
動 き
町政のさまざま
な動きをお知ら
せします。

　

町
と
社
会
福
祉
協
議
会
に
、
次
の
寄

附
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
貴
重
な
財
源

と
し
て
役
立
た
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
サ
イ
タ
マ
ス
ポ
ー
ツ
会

▽
車
い
す
一
台
／
三
月
三
一
日

　

 

株
式
会
社
ツ
ル
ハ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス

ク
ラ
シ
エ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
株
式

会
社

（
愛
の
福
祉
基
金
と
し
て
）

▽
一
○
五
六
円
／
三
月
二
五
日

　

グ
リ
ー
ン
フ
ェ
ロ
ー

（
み
よ
し
工
房
指
定
寄
附
と
し
て
）

│
│
│
│ 

社
会
福
祉
協
議
会

▽
三
万
一
八
二
八
円
／
三
月
一
九
日

　

マ
ン
シ
ョ
ン
問
題
対
策
住
民
連
絡
会

（
環
境
保
全
・
改
善
の
寄
附
と
し
て
）

│
│
│
│ 

自
治
環
境
課

▽
一
万
円
／
三
月
三
一
日

　

田
幸
雄

（
福
祉
の
寄
附
と
し
て
）

│
│
│
│ 
健
康
福
祉
課

５
月
は
「
赤
十
字
運
動
月
間
」
で
す

　

国
際
救
援
活
動
や
国
内
の
災
害
救
護

活
動
、
救
急
法
の
講
習
な
ど
の
普
及
活

動
は
、
赤
十
字
の
理
念
や
活
動
に
賛
同

い
た
だ
い
た
「
社
員
」
の
皆
様
か
ら
の

社
資
（
活
動
資
金
）
に
よ
っ
て
実
施
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

運
動
期
間
中
は
日
本
赤
十
字
社
へ
の

加
入
と
社
資
の
お
願
い
の
た
め
、
自
治

会
の
役
員
さ
ん
が
ご
家
庭
を
訪
問
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
皆
様
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】
健
康
福
祉
課
（
日
本
赤

　

十
字
社 

埼
玉
県
支
部 

三
芳
町
分
区
）

　

内
線
１
７
２

▽
二
万
五
五
二
○
円
／
二
月
二
七
日

　

株
式
会
社
ベ
ル
ク
藤
久
保
店
募
金
箱

▽
九
万
二
○
七
五
円
／
三
月
四
日

　

マ
ミ
ー
マ
ー
ト
三
芳
店
募
金
箱

▽
八
五
一
五
円
／
三
月
一
六
日

　

木
村
屋
総
本
店
さ
く
らB

ak
ery

　

三
芳
工
場

▽
一
万
円
／
三
月
一
八
日

　

向
吉
孝
子

▽
一
万
円
／
三
月
二
三
日

　

三
芳
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

▽
五
万
円
／
三
月
二
四
日

　

有
限
会
社
阿
部
商
事

▽
一
五
○
○
円
／
三
月
二
五
日

　

島
田
喜
久
雄

▽
一
五
○
○
円
／
三
月
二
五
日

　

匿
名

▽
一
五
○
○
円
／
三
月
二
五
日

　

寺
尾
雅
治

▽
十
万
三
七
四
四
円
／
三
月
三
○
日

　学生のみなさんも、20歳になったら、必ず国民

年金に加入し、保険料を納めることが法律で義務

付けられています。

　しかし、学生本人の収入が一定額以下のとき

には、申請により保険料の納付が猶予される制度

（学生納付特例制度）があります。

【申請手続き】

　●申請先…市区町村の国民年金担当窓口

　●持ち物…学生証、印鑑、年金手帳

　なお、前年度に学生納付特例が承認されて、今

年度も引き続き同一の学校に在学される人には、

社会保険庁から申請書（ハガキ形式）が送られる

制度が前年度から始まりました。来年度の手続き

は、その申請書（ハガキ形式）に必要事項を記入

して、埼玉社会保険事務局事務センターへ提出す

るだけです。

　ただし、在学する学校等が変わった人について

は、ハガキ形式の申請書では申請を行えませんの

で、あらためて窓口にて申請する必要があります。

【対象になる学生】　

　大学（大学院）、短大、高等学校、専修学校お

そび各種学校（※１）等に在学する20歳以上の学

生（※２）が対象です。ただし、本人の前年所得

が118万円超のときは、この特例の対象とされま

せん。（学生に扶養親族がいる場合、限度額が引

き上げられます。）

※ １　各種学校の対象は、学校教育法に規定され

る各種学校（修業年限は１年以上である課程）

となります。また、文部科学大臣が指定した課

程の海外大学（日本分校）の学生の人も含まれ

ます。

※ ２　夜間・定時制課程や通信課程の人も含まれ

ます。

【申請して認められると…】

　この特例の対象となった期間については、年金

額には反映されませんが、老齢基礎年金の受給資

格期間に算入されます。また、事故や病気で障害

が残った場合に、障害基礎年金が支給されます。

死亡の場合は、遺族（「子のある妻」と「子」）

には遺族基礎年金が支給されます。

　学生納付特例期間の保険料は、10年以内であれ

ば、申出をすることで追納することができます。

追納する保険料の額は、２年度を経過すると、経

過した年数に応じて加算額がつきます。

【問い合わせ】　

　所沢社会保険事務所　 04 2998 0170

　住民課　国保年金係　（内線153～156）

学生納付特例制度

　
教
職
員
人
事
異
動

三
芳
町
中
学
生

海
外
派
遣
生
徒
募
集

　

国
際
交
流
事
業
の
一
環
と
し
て
、

本
年
度
も
海
外
へ
中
学
生
を
派
遣
し

ま
す
。

　

次
の
事
項
を
確
認
の
上
、
各
中
学

校
を
通
し
て
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

派
遣
先　

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

派 

遣
期
間　

８
泊
９
日
（
ホ
ー
ム
ス

テ
イ
６
泊
）

派 

遣
期
日　

７
月
30
日

〜
８
月
７

日
派 

遣
人
数　

三
芳
町
立
中
学
校
３
年

生
12
人

費 

用　

個
人
負
担
金
13
万
円
（
旅
行

傷
害
保
険
料
、ビ
ザ
取
得
代
含
む
）

応 

募
方
法　

各
中
学
校
に
あ
る
応
募

用
紙
に
、
必
要
事
項
・
応
募
理
由

等
を
記
入
の
上
、
担
当
の
先
生
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

募
集
期
間　

５
月
11
日

ま
で
。

　

 

※
応
募
多
数
の
場
合
は
、
選
考
を

行
い
ま
す
。

選
考　

１
次
選
考　

５
月
15
日

※ 

三
芳
町
役
場
を
会
場
に
、
作
文

（
４
０
０
字
詰
め
原
稿
用
紙
２
枚

以
内
）、
英
会
話
の
リ
ス
ニ
ン
グ

テ
ス
ト
を
行
い
ま
す
。

　

 

２
次
選
考
に
つ
い
て
は
、
後
日
連

絡
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

学
校
教
育
課

　
（
内
線
５
２
１
・
５
２
２
）

第
44
回
町
民
文
化
祭
の

参
加
団
体（
個
人
）の
募
集

　

町
民
文
化
祭
で
は
、
多
く
の
方
々

に
自
主
的
、
主
体
的
に
参
加
し
て
い

た
だ
き
、
よ
り
よ
き
文
化
の
祭
典
と

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

参
加
希
望
の
団
体
・
個
人
は
、

文
化
祭
参
加
説
明
会
（
第
１
回
全
体

会
）
に
ご
出
席
く
だ
さ
い
。

日
時　

６
月
４
日

、
午
後
７
時
〜

場
所　

藤
久
保
公
民
館
ホ
ー
ル

※ 

中
央
公
民
館
・
藤
久
保
公
民
館
・

竹
間
沢
公
民
館
の
各
窓
口
に
て
参

加
計
画
書
を
配
布
し
ま
す
。
参
加

希
望
団
体
は
、
事
前
に
参
加
計
画

書
を
受
け
取
り
、
参
加
内
容
を
記

入
の
上
全
体
会
議
の
際
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

※ 

文
化
祭
へ
の
参
加
者
は
、
参
加
運

営
協
力
費
と
し
て
１
人
300
円
を
お

支
払
い
い
た
だ
く
予
定
で
す
。

＊
文
化
祭
会
期
に
つ
い
て

　

展
示
・
ス
テ
ー
ジ
・
そ
の
他
小
イ

ベ
ン
ト
共
に
、
10
月
30
日

〜
11
月

３
日

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

藤
久
保
公
民
館

　

２
５
８

０
６
９
０　

　

Ｆ
Ａ
Ｘ　

２
５
８

９
６
２
５

■
転
出

戸
田
市
立
第
２
小
学
校
教
頭

（
三
芳
町
立
三
芳
東
中
学
校
教
頭
）

熊　

田　

憲　

明

■
退
職

三
芳
町
立
三
芳
小
学
校
校
長　

　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

山　

田　

幸　

次

三
芳
町
立
唐
沢
小
学
校
校
長　

　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

戸　

塚　

眞　

一

三
芳
町
立
竹
間
沢
小
学
校
校
長　

　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

島　

崎　

利　

雄

三
芳
町
立
三
芳
中
学
校
校
長　

　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

金　
　
　

伸
二
郎

■
転
入

三
芳
町
立
三
芳
小
学
校
校
長

　
（
上
尾
市
立
西
小
学
校
校
長
）

　

４
月
１
日
付
け
で
、
三
芳
町
教
職
員
の
人
事
異
動
が
発
令
さ
れ
ま
し
た
。

異
動
さ
れ
た
方
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

※
（　

）
は
前
職
、
管
理
職
の
み
掲
載
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

学
校
教
育
課
（
内
線
521
・
522
）

三
芳
町
立
上
富
小
学
校
教
頭

　
（
埼
玉
県
教
育
局
県
立
学
校
部
生
徒

　

指
導
室
主
任
指
導
主
事
）

三
芳
町
立
三
芳
東
中
学
校
教
頭

　
（
川
越
市
立
芳
野
中
学
校
教
頭
）

三
芳
町
立
藤
久
保
中
学
校
教
頭

　
（
ふ
じ
み
野
市
立
大
井
中
学
校
教
諭
）

■
町
内
異
動

三
芳
町
立
唐
沢
小
学
校
校
長

　
（
三
芳
町
立
上
富
小
学
校
教
頭
）

三
芳
町
立
竹
間
沢
小
学
校
校
長

　
（
三
芳
町
立
藤
久
保
小
学
校
教
頭
）

三
芳
町
立
三
芳
中
学
校
校
長

　

 （
三
芳
町
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課

長
）

三
芳
町
立
藤
久
保
小
学
校
教
頭　

　

 （
三
芳
町
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課

長
補
佐
）

三
芳
町
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課
長

　
（
三
芳
町
立
藤
久
保
中
学
校
教
頭
）

山　

下　

道　

夫

中　

村　

延　

弘

山　

形　

康　

典

高　

根　
　
　

豊

藤　

本　

直　

己

（
三
芳
町
生
涯
学
習
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
０
９
）

佐　

藤　

和　

秀

岸　

浪　

信　

敬

古　

川　

慶　

子

仲　

野　

忠　

男
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中央図書館　 ２５８-６４６４
火～金 １０：００～１９：００　土、日 １０：００～１８：００
竹間沢分館　 ２７４-１７２２
火～日 １１：００～１８：００

休

休

休

　前回に引き続き運動と健康についてお話して

いきます。今回は「運動と煙草」です。

《運動と煙草》
　煙草を吸うと一酸化炭素が血液中のヘモグロ

ビンと強く結合してしまい、赤血球の酸素運搬

量を低下させます。その結果、その人の持って

いる筋力が十分に発揮できなくなります。脳も

軽い酸素不足の状態になり、思考力、記憶力、

反射神経の働きなどが低下します。この状態は、

軽い一酸化炭素中毒です。その時に人間の体は

心拍数などを増やし酸素をたくさん送ろうとす

るため、心臓や血管に余分な負担をかけること

になります。

　煙草により体は常に酸欠等になるので、本来

持っている能力が出せなくなります。この損失

は大きいと思います。

日時／土曜日14:15～15:00　担当／大塚和子
　不安定なボードの上に乗って行うエクササイズ
です。音楽に合わせてボードを乗り降りしたりボ
ード上でバランスをとることで多くの身体組織を
使いカロリー消費が期待できます。

《コアボード》

少人数制レッスン（定員 15 名）で一人ひとりにより細やかな指導が可能となりました。
料金：￥4000 ／ 8 回　予約方法：電話または直接来館　予約開始日：5／ 8（金）午前 10：00 ～
レッスン名　 日程　 時間　 担当者　 会場

【１】 親子ビクス　 6／9.16.23.30、7／7.14.28、8／4　 10：30～11：30　 戸井　 武道場　
　　※親子ビクス対象年齢１～3歳
【２】 癒しのヨガ　 6／9.16.23.30、7／7.14.28、8／4　 11：30～12：30　 大塚　 多目的室
【３】 太極拳　 6／9.16.23.30、7／7.14.28、8／4　 14：15～15：15　 北　 武道場
【４】 らくらく健康体操　 6／4.11.18.25、7／2.9.16.23　 11：15～12：15　 溝越　 武道場

少人数制レッスン

　

平
成
20
年
３
月
に
新
し
い
小
中
学
校

学
習
指
導
要
領
が
告
示
さ
れ
、
平
成
23

年
度
の
小
学
校
、
平
成
24
年
度
の
中
学

校
全
面
実
施
に
向
け
て
、
本
年
度
よ
り

移
行
措
置
期
間
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

新
し
い
小
学
校
学
習
指
導
要
領
で
は
、

外
国
語
を
通
じ
て
「
言
語
や
文
化
に
つ

い
て
体
験
的
に
理
解
を
深
め
る
」
「
積

極
的
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
ろ

う
と
す
る
態
度
を
育
て
る
」
「
外
国
語

の
音
声
や
表
現
に
慣
れ
親
し
む
」
こ
と

を
ね
ら
い
と
し
て
、
５
、
６
年
生
に
年

間
35
時
間
（
週
１
時
間
）
の
外
国
語
活

動
の
授
業
が
導
入
さ
れ
ま
す
。

　

三
芳
町
で
は
完
全
実
施
に
先
が
け
て
、

本
年
度
よ
り
全
て
の
小
学
校
５
、
６
年

生
で
外
国
語
活
動
の
授
業
が
始
ま
り
ま

し
た
。
そ
れ
に
伴
い
、
外
国
語
活
動
の

補
助
に
当
た
る
Ａ
Ｅ
Ｔ
（
ア
シ
ス
タ
ン

ト
・
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
・
テ
ィ
ー
チ
ャ

ー
）
と
小
学
校
英
語
指
導
員
を
配
置
し
、

外
国
語
活
動
の
充
実
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

内
容
と
し
て
は
、
５
年
生
で
は
、
身

近
で
基
本
的
な
表
現
を
使
い
な
が
ら
、

あ
い
さ
つ
や
自
己
紹
介
等
外
国
語
に
親

し
む
活
動
や
学
校
生
活
・
日
常
生
活
に

か
か
わ
る
活
動
を
中
心
に
友
達
と
の
か

か
わ
り
を
大
切
に
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
活
動
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。
６

年
生
で
は
、
５
年
生
で
の
学
習
を
基
礎

と
し
て
、
日
常
生
活
に
加
え
国
際
理
解

に
か
か
わ
る
交
流
等
を
含
ん
だ
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
活
動
を
行
っ
て
い
き
ま

す
。

　

こ
れ
ら
の
内
容
を
歌
や
ゲ
ー
ム
、
簡

単
な
あ
い
さ
つ
な
ど
音
声
を
使
っ
た
体

験
的
な
活
動
を
取
り
入
れ
、
担
任
の
先

生
や
Ａ
Ｅ
Ｔ
と
の
触
れ
合
い
を
通
し
て
、

楽
し
く
学
習
し
て
い
ま
す
。

　

ま
す
ま
す
国
際
化
が
進
む
中
、
外

国
語
活
動
を
通
し
て
、
児
童
が
世
界
の

人
々
と
協
調
し
、
国
際
交
流
等
に
積
極

的
に
取
り
組
め
る
資
質
・
能
力
を
身
に

付
け
ら
れ
る
よ
う
な
教
育
を
推
進
し
て

い
き
ま
す
。

教育トピックス

小
学
校
の
外
国
語
（
英
語
）

活
動
が
ス
タ
ー
ト

図
書
館
の
本
棚
よ
り
「
憲
法
」
の
本　

〜
特
設
コ
ー
ナ
ー
で
紹
介
中
〜

【
一
般
書
】
『
日
本
国
憲
法
誕
生

－

知
ら
れ
ざ
る
舞
台
裏

－

』

塩
田
純
著

日
本
放
送
出
版
協
会　

二
〇
〇
八
年
一
月
発
行

請
求
記
号　

３
２
３
シ
オ

　

憲
法
誕
生
の
背
景
は
、
「
Ｇ
Ｈ
Ｑ
」
対
「
日

本
政
府
」
と
い
う
対
立
構
図
だ
け
で
は
語
れ

な
い
。
当
時
の
動
き
を
検
証
し
、
「
日
本
国
憲

法
」
誕
生
の
舞
台
裏
を
明
ら
か
に
。
著
者
は
Ｎ

Ｈ
Ｋ
チ
ー
フ
・
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
。

樋
口
陽
一
著

み
す
ず
書
房
二
〇
〇
六
年
七
月
発
行

請
求
記
号　

３
２
３
ヒ
グ

　

「
日
本
国
憲
法
」
を
語
る
際
の
、
最
も
基

本
的
な
キ
ー
ワ
ー
ド
や
、
概
念
の
背
景
に
つ
い

て
、
あ
ら
た
め
て
解
説
・
吟
味
。
日
本
を
代
表

す
る
憲
法
学
者
が
著
し
た
、
憲
法
に
つ
い
て
論

ず
る
た
め
の
本
格
的
入
門
書
。

【
一
般
書
】
『
「
日
本
国
憲
法
」
ま
っ
と
う
に
議
論
す
る
た
め
に
』

【
児
童
書
】
『
あ
た
ら
し
い
憲
法
の
は
な
し
』

童
話
屋
編
集
部
編
集

童
話
屋　

二
〇
〇
一
年
二
月
発
行

請
求
記
号　

児
童
３
２
３
ア

　

「
日
本
国
憲
法
」
公
布
の
翌
年
１
９
４
７

年
に
文
部
省
が
作
っ
た
社
会
科
教
科
書
の
再

刊
。
人
は
だ
れ
も
差
別
さ
れ
ず
平
等
で
、
自

由
で
、
幸
せ
に
一
生
を
送
る
権
利
が
あ
る
と

説
く
条
文
を
わ
か
り
や
す
く
説
明
。

【 

児
童
書
】『
え
ほ
ん
日
本
国
憲
法

－

し
あ
わ
せ
に
生
き
る
た
め
の
道
具

－

』

野
村
ま
り
子
絵
・
文　

笹
沼
弘
志
監
修

明
石
書
店　

二
〇
〇
八
年
九
月
発
行

請
求
記
号　

児
童
３
２
３
ノ

　

日
本
の
憲
法
は
ど
う
い
う
も
の
な
の
？

わ
た
し
た
ち
の
く
ら
し
と
ど
う
い
う
関
係
が

あ
る
の
？
子
ど
も
に
身
近
な
事
例
を
た
く
さ

ん
あ
げ
て
、
細
や
か
な
イ
ラ
ス
ト
で
紹
介
す

る
、
子
ど
も
の
た
め
の
人
権
ガ
イ
ド
。

教 育 だ よ り（ ） （ ）教 育 だ よ り

5月 の 予 定
日 月 火 水 木 金 土

休 休休

〈中央図書館〉
ぐりぐらタイム

　（絵本・紙芝居・手遊び等）
　第 ・ 金曜日　 保護者同伴 　
　 ～ 　 ヶ月～ 歳
　 ～ 　 ・ 歳～
　第 ・ 火曜日　 ～ 　 ～ 歳
 としょかん・くらぶ

　ー会員制ー　第4土曜日
（講師の読み聞かせと司書のブックトーク）
　 ～ 　 ・ 年生　 人
　 ～ 　 ～ 年生　 人　
かにかにこそこそ（第３水曜日）
　ー大人対象ー
　 ～ 　（ 昔話などを覚えて語る

練習会）
〈竹間沢分館〉

竹間沢ぐりぐらタイム
（絵本・紙芝居・手遊び等）

　第４火曜日1 ～ 　１～４歳
◆スイミーおはなし会（絵本・紙芝居・
　ブックトーク）
　第4木曜日
　 ～ 　 歳～小学生

◆

▲唐沢小学校での授業風景

　

前
号
で
は
、
誕
生
し
た
三
芳
村
役
場
が

藤
久
保
に
置
か
れ
た
の
は
、
川
越
街
道
に

往
復
二
便
の
定
期
馬
車
が
通
り
便
利
だ
っ

た
か
ら
と
書
い
た
。
定
期
馬
車
は
、
東
京

（
板
橋
）
・
川
越
間
を
走
り
、
川
越
ま
で

は
二
時
間
、
板
橋
ま
で
は
三
時
間
を
要
し

た
。

　

さ
て
、
明
治
二
三
年
合
併
の
頃
、
村
の

人
た
ち
が
村
外
に
出
か
け
る
場
合
、
ど
ん

な
目
的
で
、
ま
た
ど
の
よ
う
な
経
路
で
行

っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
町
史
編
さ
ん
で
民
俗

調
査
等
を
行
っ
た
際
の
古
老
の
話
か
ら
当

時
の
交
通
の
様
子
を
紹
介
し
よ
う
。
東
京

方
面
に
、
三
芳
村
の
人
が
行
く
目
的
は
、

野
菜
の
出
荷
や
物
売
り
、
あ
る
い
は
初
参

り
な
ど
で
出
か
け
る
こ
と
は
あ
っ
た
が
、

通
勤
や
通
学
に
は
時
間
が
か
か
る
し
、
買

物
と
な
る
と
、
行
商
に
頼
む
か
、
出
か
け

て
も
志
木
、
川
越
や
所
沢
が
主
で
あ
っ
た

と
聞
い
た
。

　

出
荷
は
、
薪
、
野
菜
な
ど
で
あ
っ
た
。

東
京
の
燃
料
は
昭
和
三
〇
年
代
ま
で
は
炭

や
薪
が
主
流
で
、
三
芳
付
近
に
は
雑
木
林

が
広
く
育
成
さ
れ
、
防
風
効
果
や
畑
の
堆

肥
や
自
家
用
の
燃
料
と
し
て
活
用
さ
れ
た

が
、
東
京
の
人
々
の
燃
料
と
し
て
も
出
荷

さ
れ
た
。
（
ち
な
み
に
、
炭
は
東
京
や
江

戸
か
ら
更
に
奥
地
、
比
企
や
秩
父
方
面
か

ら
出
荷
。
）
薪
は
、
志
木
付
近
の
新
河
岸

川
の
河
岸
か
ら
船
荷
出
荷
が
多
く
、
薪
は

河
岸
ま
で
荷
車
で
運
ん
だ
と
言
う
。

　

野
菜
、
特
に
サ
ツ
マ
イ
モ
や
牛
蒡
な
ど

の
根
物
が
主
流
で
あ
っ
た
。
現
在
の
よ
う

に
葉
物
は
時
間
が
か
か
り
鮮
度
が
保
た
れ

な
い
た
め
集
荷
で
き
な
か
っ
た
よ
う
で
あ

る
。
三
芳
町
で
葉
物
が
盛
ん
に
生
産
出
荷

で
き
る
よ
う
に
な
る
の
は
昭
和
三
九
年
東

京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
首
都
近
郊
の
交
通
事

情
が
よ
く
な
っ
て
か
ら
の
こ
と
。
サ
ツ
マ

イ
モ
や
牛
蒡
は
福
岡
河
岸
か
ら
出
荷
し
た

記
録
が
多
い
。
サ
ツ
マ
イ
モ
は
江
戸
に
運

ば
れ
、
船
荷
で
運
ば
れ
た
三
芳
村
付
近
の

サ
ツ
マ
イ
モ
の
品
質
の
よ
さ
に
着
目
し
て
、

明
治
に
な
り
「
舟
和
」
が
芋
羊
羹
を
考
案

し
た
と
聞
く
。
牛
蒡
は
江
戸
の
終
わ
り
か

ら
、
入
間
牛
蒡
と
し
て
、
新
河
岸
川
か
ら

船
荷
で
浅
草
花
川
戸
を
経
て
、
大
阪
岸
和

田
の
市
場
ま
で
船
で
運
ば
れ
た
と
も
聞
い

た
。
今
で
も
関
西
で
は
肌
が
白
く
素
性
が

よ
い
と
「
入
間
牛
蒡
」
は
評
判
が
よ
い
。

　

浅
草
の
浅
草
寺
に
初
参
り
に
行
っ
た
と

い
う
人
が
い
た
。
新
河
岸
川
か
ら
船
に
乗

る
こ
と
も
可
能
だ
っ
た
が
、
新
河
岸
川
の

土
手
に
沿
っ
て
浅
草
ま
で
い
っ
た
と
い
う
。

新
河
岸
川
は
東
京
に
入
る
と
名
前
が
変
わ

り
隅
田
川
、
そ
の
土
手
を
足
早
に
浅
草
寺

ま
で
初
詣
に
出
か
け
、
初
参
り
を
済
ま
せ

て
、
夕
方
ま
で
に
は
三
芳
村
に
戻
っ
て
来

ら
れ
た
と
聞
い
た
。
ま
た
、
物
売
り
は
各

方
面
か
ら
来
た
が
、
ア
サ
リ
の
剥
き
身
売

り
が
春
に
な
る
と
来
た
。
そ
の
行
商
は
、

幕
張
村
か
ら
隅
田
川
、
新
河
岸
川
の
土
手

を
通
り
行
商
に
き
た
と
の
こ
と
。

　

川
越
街
道
や
新
河
岸
川
舟
運
が
、
東
京

と
三
芳
村
を
結
ぶ
主
要
な
交
通
路
で
あ
っ

た
。
殊
に
新
河
岸
川
の
舟
運
は
、
現
在
で

は
、
知
る
人
も
少
な
い
が
、
当
時
は
欠
か

せ
ぬ
交
通
手
段
で
あ
っ
た
。

三
芳
村
誕
生

年

三
芳
村
誕
生
の
頃
の
交
通

－

半
日
あ
れ
ば
東
京
に
は
行
け
る

－
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